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『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

一
九
五

楚
辭
巻
第
四

九
章
章
句
第
四

〔
本
文
〕

（
１
）
余
幼
好
此
奇
服
兮　
　
　

余わ
れ 

幼
く
し
て
此
の
奇
服
を
好
み

（
２
）
年
既
老
而
不
衰　
　
　
　

年
既
に
老
い
て
衰
へ
ず

（
３
）
帶
長
鋏
之
陸
離
兮　
　
　

長
ち
や
う

鋏け
ふ

の
陸
離
た
る
を
帶
び

（
４
）
冠
切
雲
之
崔
嵬　
　
　
　

切
雲
の
崔さ
い

嵬く
わ
いた

る
を
冠
す

（
５
）
被
明
月
兮
珮
寶
璐　
　
　

明
月
を
被き

て
寶は
う

璐ろ

を
珮
ぶ

（
６
）
世
溷
濁
而
莫
余
知
兮　
　

世
は
溷こ
ん

濁だ
く

し
て
余
を
知
る
莫
し

（
７
）
吾
方
高
馳
而
不
顧　
　
　

吾 

方ま
さ

に
高
く
馳
せ
て
顧
み
ず

（
８
）
駕
青
虬
兮
驂
白
螭　
　
　

青せ
い

虬き
う

を
駕
し
白は
く

螭ち

を
驂
そ
へ
う
まに
し

（
９
）
吾
與
重
華
遊
兮
瑶
之
圃　

吾 

重
華
と
瑶え
う

の
圃ほ

に
遊
ぶ

（
10
）
登
崑
崙
兮
食
玉
英　
　
　

崑
崙
に
登
り
玉
英
を
食く
ら

ひ

『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
三
十
三
）



一
九
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

（
11
）
與
天
地
兮
同
壽　
　
　
　

天
地
と
壽よ
は
ひを
同ひ
と

し
く
し

（
12
）
與
日
月
兮
同
光　
　
　
　

日
月
と
光
を
同
し
く
せ
ん

（
13
）
哀
南
夷
之
莫
吾
知
兮　
　

南
夷
の
吾
を
知
る
莫
か
ら
ん
こ
と
を
哀
し
み

（
14
）
旦
余
濟
乎
江
湘　
　
　
　

旦あ
し
たに
余 

江
湘
を
濟わ
た

ら
ん
と
す

〔
通
釋
〕

わ
た
く
し
は
幼
少
の
頃
か
ら
こ
の
非
凡
に
し
て
立
派
な
服
装
を
好
ん
だ
。
す
で
に
年
老
い
た
今
も
そ
の
気
持
は
衰
え
て
は
い
な
い
。
き
ら
め
く
長

剣
を
帯
び
、
高
く
そ
び
え
る
切
雲
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
明
月
珠
を
あ
し
ら
っ
た
飾
り
を
羽
織
り
、
宝
玉
を
お
び
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
れ
な
の
に
、
世
の
中
は
乱
れ
濁
り
、
わ
た
く
し
の
高
潔
な
行
い
を
知
る
者
は
い
な
い
。
わ
た
く
し
は
い
ま
、
空
高
く
馳
せ
て
も
う
顧
み
る
ま
い
。

青
い
竜
を
車
に
つ
け
、
白
い
み
ず
ち
を
そ
え
う
ま
に
し
て
、
わ
た
く
し
は
帝
舜
と
と
も
に
玉
の
園
に
遊
ぶ
。
崑
崙
の
山
に
登
り
玉
の
花
を
口
に
し
、

わ
た
く
し
は
天
地
と
寿
命
の
長
さ
を
等
し
く
し
、
日
月
の
光
と
同
じ
よ
う
に
輝
き
た
い
。
南
方
の
蛮
族
は
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
は
く
れ
ま
い
、

と
哀
し
み
な
が
ら
、
朝
早
く
長
江
や
湘
江
を
渡
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
１
）〈
余
幼
好
此
奇
服
兮
〉

奇
、
異
也
。
或
曰
、
奇
服
、
好
服
也
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

一
九
七

〔
訓
讀
文
〕

奇
は
、
異
な
る
な
り
。
或
は
曰
く
、
奇
服
は
、
好
服
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
奇
服

─
王
注
「
好
服
」
や
本
譯
注
（
２
）「
奇
偉
之
服
」
か
ら
し
て
、
補
注
で
は
「
非
凡
な
ほ
ど
立
派
で
素
晴
ら
し
い
服
」
の
意
か
。
○
或

曰

─
王
逸
以
前
に
「
奇
服
」
を
「
好
服
」
と
す
る
説
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。『
楚
辭
章
句
疏
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
も
、
類

似
す
る
用
例
は
挙
が
る
も
の
の
、「
好
服
」
と
す
る
注
は
認
め
ら
れ
な
い
。
○
好
服

─
こ
こ
で
は
、「
見
目
好
い
服
」
の
意
。

（
２
）〈
年
既
老
而
不
衰
〉

衰
、
懈
也
。
言
己
少
好
奇
偉
之
服
、
履
忠
直
之
行
、
至
老
不
懈
。
五
臣
云
、
衰
、
退
也
。
雖
年
老
而
此
心
不
退
。

〔
訓
讀
文
〕

衰
は
、
懈お

こ
たる

な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

少
く
し
て
奇
偉
の
服
を
好
み
、
忠
直
の
行
を
履
み
、
老
ゆ
る
に
至
る
も
懈
ら
ず
。
五
臣
云
ふ
、
衰
は
、

退
な
り
。
年
老
ゆ
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
此
の
心
は
退
か
ず
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
不
衰

─
補
注
所
引
五
臣
注
に
拠
れ
ば
、「
衰
」
は
「
退
」
と
同
意
。
共
に
、
減
退
す
る
こ
と
。
○
奇
偉
之
服

─
奇
抜
で
立
派
な
服
。
○
五

臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
の
撮
要
。「
銑
曰
く
、
衰
は
、
退
な
り
。
原 

少
く

し
て
竒
服
異
行
を
好
む
。
年
老
ゆ
と
雖
も
、
而
ど
も
此
の
心
退
か
ず
と
言
ふ
（
銑
曰
、
衰
、
退
也
。
原
言
少
好
竒
服
異
行
。
雖
年
老
、
而
此
心
不



一
九
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

退
）」
と
あ
る
。

（
３
）〈
帶
長
鋏
之
陸
離
兮
〉

長
鋏
、
劔
名
也
。
其
所
握
長
劔
。
楚
人
名
曰
長
鋏
也
。
五
臣
云
、
陸
離
、
劔
低
昂
貌
。

〔
補
曰
〕
鋏
、
古
挾
切
。
莊
子
曰
、
韓
・
魏
爲
鋏
。
注
云
、
鋏
、
把
也
。
史
記
曰
、
彈
劔
而
歌
曰
、
長
鋏
歸
來
乎
。
文
選
注
云
、
鋏
、
刀
身
劔
鋒
也
。

有
長
鋏
・
短
鋏
。

〔
訓
讀
文
〕

長
鋏
は
、
劔
の
名
な
り
。
其
の
握
る
所
の
長
劔
な
り
。
楚
人
名
づ
け
て
長
鋏
と
曰
ふ
な
り
。
五
臣
云
ふ
、
陸
離
は
、
劔
の
低
昂
の
貌
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
鋏
、
古
挾
の
切
。
莊
子
に
曰
く
、
韓
・
魏
は
鋏
と
爲
す
、
と
。
注
に
云
ふ
、
鋏
は
、
把つ
か

な
り
。
史
記
に
曰
く
、
劔
を
彈
じ
て
歌
ひ

て
曰
く
、
長
鋏
よ
歸か

へ來
ら
ん
か
、
と
。
文
選
注
に
云
ふ
、
鋏
、
刀
身
劔
鋒
な
り
。
長
鋏
・
短
鋏
有
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
長
鋏

─
刀
剣
の
一
種
。
柄
が
長
い
刀
剣
の
こ
と
。
〇
五
臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）巻
三
十
三　

騒
下「
渉

江
」
に
同
文
あ
り
。
〇
陸
離

─
こ
こ
で
は
、
刀
の
柄
が
き
ら
き
ら
と
輝
く
こ
と
。
〇
低
昂

─
こ
こ
で
は
、
腰
に
釣
り
提
げ
た
剣
が
上
下
し
て

揺
れ
る
様
子
。
装
飾
が
き
ら
め
く
さ
ま
を
言
う
。
〇
莊
子
曰

─
『
莊
子
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
八
「
説
剣
第
三
十
」
は
「
鋏
」
を
「
夾
」

に
作
る
。
〇
注
云

─
『
莊
子
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
八
「
説
剣
第
三
十
」
所
引
司
馬
彪
注
に
「
夾
、
古
協
の
反
、
把
な
り
。
一
本
鋏
に

作
る
（
夾
、
古
協
反
、
把
也
。
一
本
作
鋏
）」
と
あ
る
。
〇
史
記
曰

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
七
十
五
「
孟
嘗
君
列
傳
第

十
五
」
に
同
文
あ
り
。
な
お
「
彈
劔
而
歌
」
と
は
、
刀
を
鳴
ら
し
て
歌
う
こ
と
。
〇
文
選
注

─
『
文
選
』（
奎
章
閣
本 

日
本
東
京
大
學
東
洋
文

化
研
究
所
藏
朝
鮮
活
字
本
六
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。
〇
刀
身
劔
鋒

─
刀
の
切
っ
先
が
鋭
い
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

一
九
九

（
４
）〈
冠
切
雲
之
崔
嵬
〉

崔
嵬
、
高
貌
也
。
言
己
内
修
忠
信
之
志
、
外
帶
長
利
之
劔
、
戴
崔
嵬
之
冠
。
其
高
切
青
雲
也
。
嵬
、
一
作
巍
。
五
臣
云
、
切
雲
、
冠
名
。

〔
補
曰
〕
崔
、
音
摧
。
嵬
・
巍
、
並
五
回
切
。

〔
訓
讀
文
〕

崔
嵬
は
、
高
き
貌
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

内
に
忠
信
の
志
を
修
め
、
外
に
長
利
の
劔
を
帶
び
、
崔
嵬
の
冠
を
戴
く
。
其
の
高
き
こ
と
青
雲

を
切
る
な
り
。
嵬
、
一
に
巍
に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
切
雲
は
、
冠
の
名
。

〔
補
に
曰
く
〕
崔
、
音
は
摧
。
嵬
・
巍
、
並
び
に
五
回
の
切
。

〔
語
釋
〕

〇
切
雲
之
崔
嵬

─
雲
を
切
り
裂
く
ほ
ど
高
く
鋭
い
冠
。
切
雲
は
、冠
の
名
。
〇
五
臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）

巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。

（
５
）〈
被
明
月
兮
珮
寶
璐
〉

在
背
曰
被
。
寶
璐
、
美
玉
也
。
言
己
背
被
明
月
之
珠
、
要
佩
美
玉
、
德
寶
兼
備
、
行
度
清
白
也
。
珮
、
一
作
佩
。
五
臣
云
、
被
、
猶
服
也
。
明
月
、

珠
名
。

〔
補
曰
〕
淮
南
曰
、
明
月
之
珠
、
不
能
無
纇
。
注
云
、
夜
光
之
珠
、
有
似
月
光
。
故
曰
明
月
。
璐
、
音
路
。
説
文
云
、
玉
名
。



二
〇
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
訓
讀
文
〕

背
に
在
る
を
被
と
曰
ふ
。
寶
璐
は
、
美
玉
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

背
に
明
月
の
珠
を
被
て
、
要こ
し

に
美
玉
を
佩
び
、
德
寶
兼
備
し
、
行か
う

度ど

清

白
な
り
。
珮
、
一
に
佩
に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
被
は
、
猶
ほ
服
す
る
が
ご
と
き
な
り
。
明
月
は
、
珠
の
名
。

〔
補
に
曰
く
〕
淮
南
に
曰
く
、
明
月
の
珠
、
纇き
ず

無
き
こ
と
能
は
ず
、
と
。
注
に
云
ふ
、
夜
光
の
珠
、
月
光
に
似
た
る
有
り
。
故
に
明
月
と
曰
ふ
。
璐
、

音
は
路
。
説
文
に
云
ふ
、
玉
の
名
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
被
明
月

─
明
月
の
如
き
宝
玉
を
縫
い
付
け
た
羽
織
り
も
の
を
羽
織
る
。
○
寶
璐

─
美
玉
。「
璐
」
は
、玉
の
名
。
○
要

─
こ
こ
で
は
、腰
。

○
德
寶
兼
備
、
行
度
清
白
也

─
完
成
さ
れ
た
人
格
と
そ
れ
に
相
応
な
美
玉
を
兼
ね
備
え
、
振
舞
い
が
清
廉
潔
白
で
あ
る
。
○
五
臣
云

─
『
文

選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。
○
淮
南
曰

─
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
新
編
諸
子
集

成
）
巻
十
三
「
汜
論
訓
」
に
同
文
あ
り
。
○
注
云

─
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
十
三
「
汜
論
訓
」
高
誘
注
に
同
文
あ
り
。
○

説
文
云

─
『
説
文
解
字
注
』（
經
韻
樓
原
刻
本
）
二
篇
上
「
玉
」
に
「
璐
、
玉
な
り
（
璐
、
玉
也
）」
と
あ
る
。

（
６
）〈
世
溷
濁
而
莫
余
知
兮
〉

溷
、
亂
也
。
濁
、
貪
也
。
一
無
兮
字
。

〔
訓
讀
文
〕

溷
は
、
亂
る
る
な
り
。
濁
は
、
貪た

ん

な
り
。
一
に
兮
の
字
無
し
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
〇
一

〔
語
釋
〕

○
溷
濁

─
王
逸
注
「
濁
、
貪
也
」
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
私
欲
に
走
る
者
ど
も
に
よ
っ
て
世
が
甚
だ
し
く
混
乱
す
る
さ
ま
。

（
７
）〈
吾
方
高
馳
而
不
顧 

〉

言
時
世
貪
亂
、
遭
君
蔽
闇
、
無
有
知
我
之
賢
。
然
猶
高
行
抗
志
、
終
不
回
曲
也
。
一
本
句
末
有
兮
字
。
五
臣
云
、
言
我
冠
帶
佩
服
、
莫
不
盛
美
、

加
之
忠
信
貞
潔
、
而
遭
世
溷
濁
、
無
相
知
者
。
顧
世
上
如
此
。
故
高
馳
不
顧
、
願
駕
虬
螭
而
遠
去
也
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
時
世
貪
亂
し
、
君
の
蔽
闇
た
る
に
遭
ひ
、
我
の
賢
を
知
る
有
る
無
し
。
然
れ
ど
も
猶
ほ
行
を
高
く
し
志
を
抗
し
、
終
に
回
曲
せ

ざ
る
な
り
。
一
本
句
末
に
兮
の
字
有
り
。
五
臣
云
ふ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
我
が
冠
帶
佩
服
は
、
盛
美
な
ら
ざ
る
莫
く
、
之
に
忠
信
貞
潔
を
加
ふ
る

も
、
而
れ
ど
も
世
の
溷
濁
に
遭
ひ
て
、
相
知
る
者
無
し
。
世
上
を
顧
み
る
こ
と
此
の
如
し
。
故
に
高
く
馳
せ
て
顧
み
ず
、
と
。
虬
螭
に
駕
し
て
遠

く
去
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
貪
亂

─
私
利
私
欲
を
求
め
て
秩
序
が
保
た
れ
て
い
な
い
さ
ま
。
○
遭
君
蔽
闇

─
邪
佞
の
臣
下
に
耳
目
を
奪
わ
れ
、
蒙
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
君
主
が
治
め
る
世
に
、
意
に
反
し
て
居
合
わ
せ
る
こ
と
。
○
高
行
抗
志

─
振
舞
い
を
高
潔
に
し
、
志
を
真
っ
直
ぐ
に
し
て
拠
り
所
と
す
る
。

○
五
臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。

（
８
）〈
駕
青
虬
兮
驂
白
螭
〉

虬
・
螭
、
神
獸
。
宜
於
駕
乘
。
以
喻喻
賢
人
清
白
、
宜
可
信
任
也
。
五
臣
云
、
虬
・
螭
、
皆
龍
類
。



二
〇
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
補
曰
〕
虬
、
見
騷
經
。
螭
、
見
九
歌
。

〔
訓
讀
文
〕

虬
・
螭
は
、
神
獸
な
り
。
宜
し
く
駕
乘
す
べ
し
。
以
て
賢
人
清
白
に
し
て
、
宜
し
く
信
任
す
べ
き
に
喻喻
ふ
る
な
り
。
五
臣
云
ふ
、
虬
・
螭
、
皆
龍

の
類
な
り
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
虬
、
騷
經
に
見
ゆ
。
螭
、
九
歌
に
見
ゆ
。

〔
語
釋
〕

○
虬
見
騷
經

─
虬
・
螭
は
、
共
に
龍
の
一
種
。
王
注
「
賢
人
清
白
」
に
よ
れ
ば
、
賢
人
の
喩
え
。「
見
騷
經
」
に
つ
い
て
は
、『
楚
辭
補
注
』（
楚

辭
要
籍
叢
刊
）
巻
一
「
離
騒
章
句
第
一
」
に
「
玉
虬
に
駟
し
て
以
て
鷖
に
椉
る
（
駟
玉
虬
以
椉
鷖
兮
）」
と
あ
る
。
○
螭
見
九
歌

─
『
楚
辭
補
注
』

（
楚
辭
要
籍
叢
刊
）
巻
二
「
九
歌
章
句
第
二
」「
河
伯
」
に
「
兩
龍
に
駕
し
て
螭
を
驂
に
す
（
駕
兩
龍
兮
驂
螭
）」
と
あ
る
。

（
９
）〈
吾
與
重
華
遊
兮
瑶
之
圃
〉

重
華
、
舜
名
。
瑶
、
玉
也
。
圃
、
園
也
。
言
己
想
侍
虞
舜
、
遊
玉
園
。
猶
言
遇
聖
帝
升
清
朝
也
。
遊
、
一
作
游
。
一
云
、
瑶
、
石
次
玉
也
。

〔
補
曰
〕
山
海
經
云
、
槐
江
之
山
、
上
多
琅
玕
金
玉
、
實
惟
帝
之
平
圃
。

〔
訓
讀
文
〕

重
華
は
、
舜
の
名
。
瑶
は
、
玉
な
り
。
圃
は
、
園
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 
虞
舜
に
侍
し
て
、
玉
園
に
遊
ば
ん
こ
と
を
想
ふ
。
猶
ほ
聖
帝
に

遇
ひ
て
清
朝
に
升
る
と
言
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
遊
、
一
に
游
に
作
る
。
一
に
云
ふ
、
瑶
は
、
石
な
る
も
玉
に
次
ぐ
な
り
、
と
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
〇
三

〔
補
に
曰
く
〕
山
海
經
に
云
ふ
、
槐
江
の
山
、
上
に
琅
玕
金
玉
多
く
、
實
に
惟
れ
帝
の
平
圃
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
重
華

─
舜
の
名
。『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
）
巻
一
「
離
騒
章
句
第
一
」
の
「
就
重
華
而
敶敶
詞
」
洪
興
祖
注
に
「
先
儒
は
重
華
を
以
て

舜
の
名
と
爲
す
（
先
儒
以
重
華
爲
舜
名
）」
と
あ
る
。
詳
し
く
は
、
譯
注
稿
（
五
）（『
國
學
院
大
學
中
國
學
會
報
』
第
三
十
八
輯
所
収
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

○
山
海
經
云

─
『
山
海
經
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
巻
二
「
西
山
經
」
の
撮
要
。「
又
た
西
三
百
二
十
里
に
曰
ふ
、
槐
江
の
山
、
丘
時
の
水

出
づ
る
な
り
。
而
し
て
北
流 
泑
水
に
注
ぎ
、其
の
中 

蠃
母
多
し
。
其
の
上
青
雄
黃
多
く
、多
く
琅
玕
黄
金
の
玉
を
藏
す
。
其
の
陽
に
は
丹
粟
多
く
、

其
の
陰
に
は
多
く
黄
金
銀
實
を
采
る
。
惟
れ
帝
の
平
圃
な
り
（
又
西
三
百
二
十
里
曰
、
槐
江
之
山
、
丘
時
之
水
出
焉
。
而
北
流
注
于
泑
水
、
其
中

多
蠃
母
。
其
上
多
青
雄
黃
、
多
藏
琅
玕
黄
金
玉
。
其
陽
多
丹
粟
、
其
陰
多
采
黄
金
銀
實
。
惟
帝
之
平
圃
）」
と
あ
る
。
○
平
圃

─
美
玉
が
産
出

さ
れ
る
、
天
子
の
田
園
。
○
瑶
、
石
次
玉
也

─
瑶
は
、
玉
に
次
ぐ
ほ
ど
に
優
れ
た
玉
で
あ
る
。

（
10
）（
11
）〈
登
崑
崙
兮
食
玉
英 

與
天
地
兮
同
壽
〉

猶
言
坐
明
堂
、
受
爵
位
。
崑
崙
、
一
作
崐
崘
。
食
、
一
作
飡
。
五
臣
云
、
瑶
圃
・
玉
英
、
皆
美
言
之
。

〔
補
曰
〕
爾
雅
、
西
北
之
美
者
、
有
崐
崘
虛
之
璆
琳
琅
玕
焉
。
援
神
契
曰
、
玉
英
、
玉
有
英
華
之
色
。

〔
訓
讀
文
〕

猶
ほ
明
堂
に
坐
し
て
、
爵
位
を
受
く
と
言
ふ
が
ご
と
し
。
崑
崙
は
、
一
に
崐
崘
に
作
る
。
食
は
、
一
に
飡さ
ん

に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
瑶
圃
・
玉
英
、

皆
之
を
美
言
す
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
爾
雅
に
、
西
北
の
美
な
る
者
、
崐
崘
虛
の
璆
琳
琅
玕
有
り
、
と
。
援
神
契
に
曰
く
、
玉
英
、
玉
に
英
華
の
色
有
り
、
と
。



二
〇
四

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
語
釋
〕

○
明
堂

─
天
子
が
坐
す
る
堂
。
褒
賞
を
授
け
る
た
め
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
屈
原
が
重
華
（
舜
）
に
見
え
て
、
正
統
な
評

価
を
得
る
た
め
の
場
。
○
五
臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。
○
爾

雅

─
『
爾
雅
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
六
「
釋
地
第
九
」
に
同
文
あ
り
。
○
璆
琳
琅
玕

─
す
べ
て
美
玉
の
名
。
○
援
神
契
曰

─
『
孝
經

援
神
契
』
の
こ
と
。『
孝
經
』
の
緯
書
の
一
種
。
現
在
は
『
七
緯
』
等
に
収
め
ら
れ
る
。
佚
書
で
あ
り
、
現
行
の
『
七
緯
』
等
に
収
録
さ
れ
る
文

は
本
書
に
あ
る
よ
う
な
引
用
か
ら
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
12
）〈
與
日
月
兮
同
光
〉

言
己
年
與
天
地
相
敝
、
名
與
日
月
同
耀
。
一
云
、
同
壽
齊
光
。
一
云
、
比
壽
齊
光
。
五
臣
云
、
言
若
得
値
於
此
時
、
而
我
年
德
冀
如
是
也
。

〔
補
曰
〕
莊
子
曰
、
吾
與
日
月
參
光
、
吾
與
天
地
爲
常
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
の
年
は
天
地
と
相
敝
（
蔽
）
し
、
名
は
日
月
と
同
に
耀か
が
やく
。
一
に
云
ふ
、
同
壽
齊
光
、
と
。
一
に
云
ふ
、
比
壽
齊
光
、
と
。

五
臣
云
ふ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
若
し
此
の
時
に
値
ふ
を
得
ば
、
我
が
年
德
の
冀
ふ
こ
と
是
の
如
し
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
莊
子
に
曰
く
、
吾 

日
月
と
光
を
參
へ
、
吾 

天
地
と
常
爲
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
年
與
天
地
相
敝
、
名
與
日
月
同
耀

─
天
地
の
運
行
と
自
身
の
寿
命
を
と
も
に
し
、
日
月
と
同
様
に
自
身
の
名
を
輝
か
せ
た
い
。
従
っ
て
、
自

身
の
寿
命
と
名
誉
を
永
遠
の
も
の
に
し
た
い
。
従
っ
て
、
常
に
自
ら
の
側
に
正
統
性
が
備
わ
る
さ
ま
を
い
う
。
な
お
「
敝
」
に
つ
い
て
は
、
字
の

通
り
解
せ
ば
意
味
が
通
ら
な
い
。「
惜
誦
」
に
「
又
た
蔽
は
れ
て
之
を
白
す
る
莫
し
（
又
蔽
而
莫
之
白
）」
と
あ
り
、「
蔽
」
と
同
様
の
用
法
と
解



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
〇
五

し
た
。

○
五
臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。
○
莊
子
曰

─
『
莊
子
集
解
』

（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
四
「
外
篇
駢
拇
第
八
」
に
同
文
あ
り
。

（
13
）〈
哀
南
夷
之
莫
吾
知
兮
〉

屈
原
怨
毒
楚
俗
嫉
害
忠
貞
、
乃
曰
哀
哉
南
夷
之
人
、
無
知
我
賢
也
。

〔
補
曰
〕
國
語
云
、
楚
爲
荆
蠻
。

〔
訓
讀
文
〕

屈
原 

楚
俗
の
忠
貞
を
嫉
害
す
る
を
怨
毒
し
て
、
乃
ち
曰
く
、
哀
し
い
か
な
南
夷
の
人
、
我
が
賢
を
知
る
無
き
な
り
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
國
語
に
云
ふ
、
楚
を
荆
蠻
と
爲
す
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
怨
毒
楚
俗

─
楚
の
風
潮
と
し
て
、
屈
原
を
妬
む
が
故
に
阻
害
し
て
く
る
こ
と
を
怨
み
悪
む
。
○
國
語
云

─
『
國
語
正
義
』（
中
文
出
版
社
）

巻
十
四
「
晉
語
八
」
に
同
文
あ
り
。

（
14
）〈
旦
余
濟
乎
江
湘
〉

旦
、
明
也
。
濟
、
渡
也
。
言
己
放
棄
、
以
明
旦
之
時
始
去
、
遂
渡
江
湘
之
水
。
言
明
旦
者
、
紀
時
明
、
刺
君
不
明
也
。
乎
、
一
作
於
。



二
〇
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
訓
讀
文
〕

旦
は
、
明あ

く
る
な
り
。
濟
は
、
渡
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

放
棄
せ
ら
れ
、
明
旦
の
時
を
以
て
始
め
て
去
り
、
遂
に
江
・
湘
の
水
を
渡
る
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
明
旦
と
は
、
時
明
を
紀た
だ

し
、
君
の
不
明
を
刺
る
な
り
。
乎
、
一
に
於
に
作
る
。

〔
語
釋
〕

○
明
旦

─
明
朝
。
○
江
湘

─
長
江
と
湘
水
。
○
紀
時
明

─
時
期
を
正
し
く
し
て
。

〔
本
文
〕

（
15
）
乘
鄂
渚
而
反
顧
兮　

鄂が
く

渚し
ょ

に
乘の
ぼ

り
て
反は
ん
こ顧
す
れ
ば
、

（
16
）
欸
秋
冬
之
緒
風　
　

欸あ
あ

、
秋
冬
の
緒
風
。

（
17
）
步
余
馬
兮
山
皐　
　

余わ

が
馬
を
山さ
ん

皐か
う

に
步
ま
せ
、

（
18
）
邸
余
車
兮
方
林　
　

余わ

が
車
を
方
林
に
邸ふ

れ
し
む
。

（
19
）
乘
舲
船
余
上
沅
兮　

舲れ
い

船せ
ん

に
乘の

り
て
余
れ
沅げ
ん

に
上の
ぼ

る
。

（
20
）
齊
呉
榜
以
擊
汰　
　

呉ご
ぼ
う榜

を
齊ひ
と

し
く
し
て
以
て
汰な
み

を
撃
つ
。

（
21
）
船
容
與
而
不
進
兮　

船
容よ
う
よ與

し
て
進
ま
ず
、

（
22
）
淹
回
水
而
疑
滯　
　

回
水
に
淹と
ど

ま
り
て
疑ぎ
た
い滯
す
。

（
23
）
朝
發
枉
陼
兮　
　
　

朝あ
し
たに
枉わ
う
し
ょ陼
を
發は
っ

し
、

（
24
）
夕
宿
辰
陽　
　
　
　

夕ゆ
う
べに
辰し
ん

陽や
う

に
宿し
ゅ
くす
。

（
25
）
苟
余
心
其
端
直
兮　

苟ま
こ
とに
余わ

が
心
の
端
直
な
ら
ば
、



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
〇
七

（
26
）
雖
僻
遠
之
何
傷　
　

僻へ
き
え
ん遠
と
雖
も
之
れ
何
ぞ
傷
ま
ん
。

〔
通
釋
〕

鄂
渚
に
登
っ
て
顧
み
れ
ば
、
あ
あ
秋
風
の
名
残
り
風
が
吹
く
。
わ
が
馬
を
山
澤
に
步
ま
せ
、
わ
が
車
を
方
林
に
ま
で
進
め
る
。
窓
つ
き
の
船
に
乗

り
わ
た
く
し
は
沅
江
を
遡
っ
た
。
舟
の
櫂
を
そ
ろ
え
て
水
波
を
撃
つ
。
し
か
し
船
は
の
ろ
の
ろ
と
し
て
進
ま
ず
、
渦
巻
く
水
に
と
ど
め
ら
れ
て
滞

る
。
朝
方
に
枉
陼
を
船
発
し
て
、
夕
方
に
辰
陽
に
宿
泊
す
る
。
か
り
に
も
し
わ
た
く
し
の
心
が
正
直
で
あ
る
な
ら
ば
、
僻
遠
の
地
に
置
か
れ
た
と

し
て
も
、
ど
う
し
て
傷
み
悲
し
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
15
）〈
乘
鄂
渚
而
反
顧
兮
〉

乘
、
登
也
。
鄂
渚
、
地
名
。

〔
補
曰
〕
楚
子
熊
渠
、
封
中
子
紅
於
鄂
。
鄂
州
、
武
昌
縣
地
是
也
。
隋
以
鄂
渚
爲
名
。

〔
訓
讀
文
〕

乘
は
、
登
る
な
り
。
鄂
渚
は
、
地
名
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
楚
子
熊
渠
は
中
子
紅
を
鄂
に
封
ず
。
鄂
州
、
武
昌
縣
の
地
は
是
れ
な
り
。
隋
は
鄂
渚
を
以
て
名
と
爲
す
。



二
〇
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
語
釋
〕

〇
鄂
渚

─
湖
北
省
武
昌
縣
の
西
の
長
江
の
中
。
〇
楚
子
熊
渠

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
四
十
「
楚
世
家
」
に
「
熊
繹
は

熊
艾
を
生
み
、
熊
艾
は
熊
亶
を
生
み
、
熊
亶
は
熊
勝
を
生
む
。
熊
勝
は
弟
の
熊
楊
を
以
て
後
と
爲
す
。
熊
楊
は
熊
渠
を
生
む
（
熊
繹
生
熊
艾
、
熊

艾
生
熊
亶
、
熊
亶
生
熊
勝
。
熊
勝
以
弟
熊
楊
爲
後
。
熊
楊
生
熊
渠
）」
と
あ
る
。
〇
中
子
紅

─
中
子
は
第
二
番
目
の
子
。
こ
こ
で
は
熊
渠
の
次

子
で
あ
る
紅
が
鄂
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
意
。
な
お
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
四
十
「
楚
世
家
」
に
「
熊
渠
曰
く
、『
我
は
蠻
夷

な
り
、
中
國
の
號
謚
に
與
ら
ず
』
と
。
乃
ち
其
の
長
子
康
を
立
て
て
句
亶
王
と
爲
し
、
中
子
紅
を
鄂
王
と
爲
す
（
熊
渠
曰
、
我
蠻
夷
也
、
不
與
中

國
之
號
謚
。
乃
立
其
長
子
康
爲
句
亶
王
、
中
子
紅
爲
鄂
王
）」
と
あ
る
。

（
16
）〈
欸
秋
冬
之
緒
風
〉

欸
、
歎
也
。
緒
、
餘
也
。
言
己
登
鄂
渚
高
岸
、
還
望
楚
國
、
嚮
秋
冬
北
風
、
愁
而
長
歎
、
心
中
憂
思
也
。
五
臣
云
、
秋
冬
之
風
、
摇摇
落
萬
物
、
比

之
讒
佞
、
是
以
歎
焉
。

〔
補
曰
〕
欸
、
音
哀
。
方
言
云
、
欸
、
然
也
。
南
楚
凡
言
然
者
、
曰
欸
。

〔
訓
讀
文
〕

欸
は
、
歎な
げ

く
な
り
。
緒
は
、
餘
り
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
鄂が
く

渚し
ょ

の
高
岸
に
登
り
、
還
っ
て
楚
國
を
望
み
、
秋
冬
の
北
風
に
嚮む
か

ひ
て
、
愁
へ

て
長
歎
し
、
心
中
憂
思
す
る
な
り
。
五
臣
云
ふ
、
秋
冬
の
風
、
萬
物
を
揺
落
す
、
之
を
讒
佞
に
比
す
、
是
を
以
て
焉
を
歎
ず
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
欸
、
音
は
哀
。
方
言
に
云
ふ
、
欸
は
、
然
な
り
。
南
楚
凡
そ
然
と
言
ふ
者
、
欸
と
曰
ふ
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
五
臣
云

─
『
五
臣
注
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。
〇
讒
佞

─
心
が
邪
悪
で
口



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
〇
九

先
が
う
ま
い
こ
と
。
又
其
の
人
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
楚
の
懐
王
を
と
り
ま
く
佞
臣
の
こ
と
。
〇
方
言
云

─『
揚
雄
方
言
校
釋
匯
證
』（
中
華
書
局
）

巻
十
に
同
文
あ
り
。

（
17
）（
18
）〈
歩
余
馬
兮
山
皐　
邸
余
車
兮
方
林
〉

邸
、
舍
也
。
方
林
、
地
名
。
言
我
馬
强
壯
、
行
於
山
皐
、
無
所
驅
馳
。
我
車
堅
牢
、
舍
於
方
林
、
無
所
載
任
也
。
以
言
己
才
德
方
壯
、
誠
可
任
用
、

弃
在
山
野
、
亦
無
所
施
也
。
邸
、
一
作
低
。

〔
補
曰
〕
邸
、
𫌓𫌓
典
切
。
低
無
舍
義
。
風
賦
云
、
邸
萼
葉
而
振
氣
。
注
云
、
邸
、
觸
也
。

〔
訓
讀
文
〕

邸
は
、
舍と

ど

ま
る
な
り
。
方
林
は
、
地
名
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
我
が
馬
强き
ょ
う
そ
う
壯
に
し
て
、
山さ
ん
か
う臯
に
行
く
も
、
驅く

ち馳
す
る
所
無
し
。
我
が
車
堅
牢
に

し
て
、
方
林
に
舎と
ど

ま
る
も
、
載
任
す
る
所
無
き
な
り
。
以
て
己
の
才
徳
方ま
さ

に
壯さ
か

ん
に
し
て
、
誠
に
任
用
す
べ
き
も
、
弃す

て
ら
れ
て
山
野
に
在
り
て
、

亦
た
施
す
所
無
き
を
言
ふ
な
り
。
邸
は
一
に
低
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
邸
は
、
𫌓𫌓
典
の
切
。
低
に
舍
の
義
無
し
。
風
賦
に
云
ふ
、
萼が
く

葉よ
う

に
邸ふ

れ
て
気
を
振
ふ
、
と
。
注
に
云
ふ
、
邸
は
、
觸
る
る
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
邸

─
王
注
に
は
「
邸
は
、
舎
ま
る
な
り
」
と
あ
る
が
、
補
注
に
は
「
邸
は
、
觸
る
る
な
り
」
と
あ
り
、
本
訳
注
稿
は
補
注
の
訓
詁
に
従
う
。

〇
山
臯

─
山
と
澤
。
〇
驅
馳

─
馬
を
駆
け
走
ら
す
こ
と
。
〇
載
任

─
物
を
乗
せ
て
擔
ぐ
こ
と
。
〇
低
無
舍
義

─
『
楚
辭
章
句
疏
證
』（
上

海
古
籍
出
版
社
）
に
「
或
い
は
捨
に
作
り
、
舎
棄
の
義
は
、
非
な
り
（
或
作
捨
、
舎
棄
之
義
、
非
也
）」
と
あ
る
。
〇
風
賦
云
宋
玉

─
『
文
選
』

（
奎
章
閣
本 

日
本
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
藏
朝
鮮
活
字
本
六
臣
注
）
巻
十
三　

賦
庚　

物
色
「
風
賦
」
に
同
文
あ
り
。



二
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（
19
）〈
乘
舲
船
余
上
沅
兮
〉

舲
船
、
船
有
牕
牖
者
。

〔
補
曰
〕
舲
、
音
靈
。
淮
南
云
、
越
舲
蜀
艇
。
注
云
、
舲
、
小
船
也
。
釋
文
作
柃
。

〔
補
曰
〕
上
、
謂
遡
流
而
上
也
。
上
、
上
聲
。

〔
訓
讀
文
〕

舲
船
は
、
船
に
牕
牖
有
る
者
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
舲
、
音
は
靈
。
淮
南
に
云
ふ
、
越
舲
蜀
艇
と
。
注
に
云
ふ
、
舲
は
、
小
船
な
り
、
と
。
釋
文
は
柃
に
作
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
上
は
、
流
れ
に
遡む
か

ひ
て
上
る
を
謂
ふ
な
り
。
上
は
、
上
聲
な
り
。

〔
語
釋
〕

〇
牕
牖

─
ま
ど
。
〇
淮
南
云

─
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
二
「
俶
真
訓
」
に
同
文
あ
り
。
〇
注
云

─
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』

（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
二
「
俶
真
訓
」
高
誘
の
注
に
同
文
あ
り
。

〇
釋
文

─
『
楚
辞
釋
文
』
の
こ
と
。
今
は
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
。

（
20
）〈
齊
呉
榜
以
擊
汰
〉

呉
榜
、
船
櫂
也
。
汰
、
水
波
也
。
言
己
始
去
、
乘
牕
舲
之
船
、
西
上
沅
・
湘
之
水
、
士
卒
齊
舉
大
櫂
而
擊
水
波
、
自
傷
去
朝
堂
之
上
、
而
入
湖
澤

之
中
也
。
或
曰
、
齊
悲
歌
、
言
愁
思
也
。

〔
補
曰
〕
字
書
、
𦨳𦨳
、
船
也
。
呉
、
疑
借
用
。
榜
、
北
孟
切
、
又
音
謗
、
進
船
也
。
汰
、
音
泰
。
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〔
訓
讀
文
〕

呉
榜
は
、
船
の
櫂か

い

な
り
。
汰
は
、
水
波
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
始
め
て
去
り
し
と
き
、
牕さ
う
れ
い舲
の
船
に
乘
り
、
西
し
て
沅
・
湘
の
水
を
上
り
、

士
卒 

齊
し
く
大
櫂
を
舉
げ
て
水
波
を
擊
ち
、自
ら
朝
堂
の
上
よ
り
去
り
て
、湖
澤
の
中
に
入
る
を
傷
む
な
り
。
或
は
曰
く
、齊
し
く
悲
歌
す
と
は
、

愁
思
を
言
ふ
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
字
書
に
、
𦨳𦨳
は
、
船
な
り
と
。
呉
は
、
疑
ふ
ら
く
は
借
用
な
ら
ん
。
榜
は
、
北
孟
の
切
、
又
の
音
は
謗
、
船
を
進
む
る
な
り
。
汰
、

音
は
泰
。

〔
語
釋
〕

〇
牕
舲
之
船

─
ま
ど
つ
き
の
船
。
〇
沅
湘

─
沅
水
と
湘
水
。
〇
去
朝
堂
之
上

─
朝
廷
か
ら
去
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
楚
か
ら
去
る
こ
と
。
〇

字
書

─
『
宋
本
広
韻
』（
藝
文
院
書
館
）
巻
一
に
「
𦨳𦨳
、
船
の
名
（
𦨳𦨳
、
船
名
）」
と
あ
る
。

（
21
）（
22
）〈
船
容
與
而
不
進
兮　
淹
回
水
而
疑
滯
〉

疑
、
惑
也
。
滯
、
留
也
。
言
士
衆
雖
同
力
引
櫂
、
船
猶
不
進
、
随
水
回
流
、
使
己
疑
惑
有
還
意
也
。
疑
、
一
作
凝
。
五
臣
云
、
容
與
、
徐
動
貌
。
淹
、

留
也
。
疑
滯
者
、
戀
楚
國
也
。

〔
補
曰
〕
江
淹
賦
云
、
舟
凝
滯
於
水
濱
。
杜
子
美
詩
云
、
舊
客
舟
凝
滯
。
皆
用
此
語
。
其
作
凝
者
、
傳
寫
之
誤
耳
。

〔
訓
讀
文
〕

疑
は
、
惑
ふ
な
り
。
滞
は
、
留
ま
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
士
衆 

力
を
同あ
わ

せ
て
櫂
を
引
く
と
雖
ど
も
、
船 

猶
ほ
進
ま
ず
、
水
に
随
ひ
て
回
流
し
、

己
れ
を
し
て
疑
惑
し
て
、
還
意
有
ら
し
む
る
な
り
。
疑
、
一
に
凝
に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
容
與
は
、
徐
動
の
貌
。
淹
は
、
留
ま
る
な
り
。
疑
滞
す



二
一
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

る
者
は
、
楚
國
を
戀こ

ふ
る
れ
ば
な
り
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
江
淹
の
賦
に
云
ふ
、
舟
は
水
濱
に
凝
滯
す
、
と
。
杜
子
美
の
詩
に
云
ふ
、
舊
客
の
船 

凝
滯
す
、
と
。
皆
此
の
語
を
用
ふ
。
其
の
凝

に
作
る
は
、
傳
寫
の
誤
り
な
る
の
み
。

〔
語
釋
〕

〇
五
臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
五
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。
〇
江
淹
賦
云

─
『
江
文
通
集
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
）
巻
一
「
別
賦
」
に
同
文
あ
り
。
〇
杜
子
美
詩
云

─
『
杜
詩
詳
注
』（
中
華
書
局
）
巻
十
六
「
贈
秘
書
監
」
に
同
文
あ
り
。

（
23
）〈
朝
發
枉
陼
兮
〉

枉
陼
、
地
名
。
陼
、
一
作
渚
。

〔
訓
讀
文
〕

枉
陼
は
、
地
名
な
り
。
陼
は
、
一
に
渚
に
作
る
。

〔
語
釋
〕

〇
枉
陼

─
こ
こ
で
は
地
名
と
あ
る
が
、
次
節
の
補
注
に
「
沅
水
又
東
し
て
、
小
灣
を
歷
、
之
を
枉
渚
と
謂
ふ
（
沅
水
又
東
、
歷
小
灣
、
謂
之
枉

渚
）」
と
あ
る
。

（
24
）〈
夕
宿
辰
陽
〉

辰
陽
、
亦
地
名
也
。
言
己
乃
從
枉
陼
、
宿
辰
陽
、
自
傷
去
國
、
日
已
遠
也
。
或
曰
、
枉
、
曲
也
。
陼
、
沚
也
。
辰
、
時
也
。
陽
、
明
也
。
言
己
將
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去
枉
曲
之
俗
。
而
趨
時
明
之
郷
也
。

‌〔
補
曰
〕
前
漢
、
武
陵
郡
有
辰
陽
。
注
云
、
三
山
谷
辰
水
所
出
、
南
入
沅
七
百
五
十
里
。
水
經
云
、
沅
水
東
逕
辰
陽
縣
東
南
、
合
辰
水
。
舊
治
在

辰
水
之
陽
、
故
取
名
焉
。
楚
詞
所
謂
夕
宿
辰
陽
也
。
沅
水
又
東
、
歷
小
灣
、
謂
之
枉
渚
。

〔
訓
讀
文
〕

辰し
ん

陽よ
う

は
、
亦
た
地
名
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

乃
ち
枉お
う
し
ょ陼

從
り
、
辰
陽
に
宿
り
、
自
ら
國
を
去
り
て
日
に
已
に
遠
ざ
か
る
を
痛
む
な
り
。
或

い
は
曰
く
、
枉
は
、
曲
が
る
な
り
。
陼
は
、
沚
な
り
。
辰
は
、
時
な
り
。
陽
は
、
明
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
將
に
枉お
う
き
ょ
く曲の

俗
を
去
ら
ん
と

す
。
而
し
て
時
明
の
鄉鄉
に
趨お
も
むく

な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
前
漢
武
陵
郡
に
辰
陽
有
り
。
注
に
云
ふ
、
三
山
の
谷
辰
水
の
出
づ
る
所
、
南
し
て
沅
に
入
る
こ
と
七
百
五
十
里
、
と
。『
水
經
』
に

云
ふ
、
沅
水 

東
し
て
辰
陽
の
東
南
を
逕へ

て
、
辰
水
に
合
す
。
舊
治
辰
水
の
陽
に
在
り
、
故
に
名
を
取
る
。『
楚
詞
』
に
所
謂
る
夕
に
辰
陽
に
宿
る

な
り
、
と
。
沅
水
又
東
し
て
、
小し
ょ
う
わ
ん灣を
歷
、
之
を
枉
渚
と
謂
ふ
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
辰
陽

─
縣
名
。
漢
置
く
。
戰
國
の
楚
の
地
。
王
注
所
引
「
或
曰
」
に
よ
れ
ば
、
朝
に
去
っ
た
枉
陼
を
枉
曲
、
夕
に
宿
っ
た
辰
陽
を
時
明
と
訓

じ
、
枉
曲
の
俗
を
去
り
時
明
の
郷
に
趨
く
と
解
釈
す
る
。
〇
枉
曲

─
法
を
曲
げ
て
罰
す
る
こ
と
。
〇
時
明

─
明
ら
か
に
治
る
世
の
こ
と
。
〇

前
漢
武
陵
郡
有
辰
陽

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
二
十
八
「
地
理
志
第
八
」
に
同
文
あ
り
。
〇
注
云

─
『
漢
書
』（
點
校
本

二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
二
十
八
「
地
理
志
第
八
」
の
顔
師
古
注
に
同
文
あ
り
。
〇
水
經
云

─
『
水
經
校
注
』
巻
三
十
七
「
沅
水
」
の
撮
要
。「
沅

水
東
し
て
辰
陽
縣
の
東
南
を
逕へ

て
、
辰
水
に
合
す
。
舊
治
辰
水
の
陽き
た

に
在
り
、
故
に
名
を
取
る
。
楚
詞
に
曰
く
、
夕
に
辰
陽
に
宿
す
な
り
、
と
。

…
…
沅
水
又
東
し
て
、
小し
ょ
う
わ
ん灣を
歷
、
之
を
枉
渚
と
謂
ふ
（
沅
水
東
逕
辰
陽
縣
東
南
、
合
辰
水
。
舊
治
在
辰
水
之
陽
、
故
取
名
焉
。
楚
詞
曰
、
夕
宿

辰
陽
也
。
…
…
沅
水
又
東
、
歷
小
灣
、
謂
之
枉
渚
）」
と
あ
る
。



二
一
四

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

（
25
）〈
苟
余
心
其
端
直
兮
〉

苟
、
誠
也
。
其
、
一
作
之
。
五
臣
云
、
苟
、
且
也
。

〔
訓
讀
文
〕

苟
は
、
誠
な
り
。
其
は
、
一
に
之
に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
苟
は
、
且
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
五
臣
云

─
『
五
臣
注
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
）
巻
三
十
三
騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。

（
26
）〈
雖
僻
遠
之
何
傷
〉

僻
、
左
也
。
言
我
惟
行
正
直
之
心
、
雖
在
遠
僻
之
域
、
猶
有
善
稱
、
無
害
疾
也
。
故
論
語
曰
子
欲
居
九
夷
也
。
僻
、
一
作
辟
。
五
臣
云
、
原
自
解

之
詞
。

〔
訓
讀
文
〕

僻
は
、
左
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
我
れ
惟
だ
正
直
の
心
を
行
ふ
の
み
に
し
て
、
遠え
ん
へ
き僻

の
域
に
在
り
と
雖
ど
も
、
猶
ほ
善
稱
有
り
て
、
害
疾
無
き

な
り
。
故
に
『
論
語
』
に
子 

九
夷
に
居
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
と
曰
ふ
。
僻
は
、
一
に
辟
に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
原
の
自
ら
解ゆ
る

す
の
詞
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
遠
僻

─
人
里
遠
い
片
田
舎
の
こ
と
。
〇
猶
有
善
稱
、
無
害
疾
也

─
片
田
舎
の
地
に
行
こ
う
と
名
声
を
有
し
、
そ
こ
な
い
非
難
さ
れ
る
こ
と



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
一
五

は
な
い
。
〇
論
語
曰

─
『
論
語
注
疏
』（
十
三
經
注
疏
）
子
罕
第
九
に
「
子 

九
夷
に
居
ら
ん
と
欲
す
。
或
ひ
と
曰
く
、『
陋
な
り
、
之
を
如
何

せ
ん
』
と
。
子
曰
く
、『
君
子
之
に
居
ら
ば
、
何
の
陋
か
之
れ
有
ら
ん
』
と
（
子
欲
居
九
夷
。
或
曰
、
陋
、
如
之
何
。
子
曰
、
君
子
居
之
、
何
陋

之
有
）
と
あ
る
。
〇
五
臣
云

─
『
五
臣
注
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明
州
本
）
巻
三
十
三
騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。

〔
本
文
〕

（
27
）
入
漵
浦
余
儃
佪
兮　
　
　

漵じ
ょ

浦ほ

に
入
り
て
余 

儃せ
ん
く
わ
い

佪
し
、

（
28
）
迷
不
知
吾
所
如　
　
　
　

迷
ひ
て
吾
の
如ゆ

く
所
を
知
ら
ず
。

（
29
）
深
林
杳
以
冥
冥
兮　
　
　

深
林 
杳え
う

と
し
て
以
て
冥め
い
め
い冥

た
り
、

（
30
）
猨
狖
之
所
居　
　
　
　
　

猨ゑ
ん
い
う狖

の
居
る
所
な
り
。

（
31
）
山
峻
高
以
蔽
日
兮　
　
　

山
は
峻
高
に
し
て
以
て
日
を
蔽お
ほ

ひ
、

（
32
）
下
幽
晦
以
多
雨　
　
　
　

下
は
幽い
う

晦く
わ
いに
し
て
以
て
雨
多
し
。

（
33
）
霰
雪
紛
其
無
垠
兮　
　
　

霰さ
ん
せ
つ雪 

紛
と
し
て
其
れ
垠か
ぎ

り
無
く
、

（
34
）
雲
霏
霏
而
承
宇　
　
　
　

雲 

霏ひ

ひ霏
と
し
て
宇の
き

に
承
く
。

（
35
）
哀
吾
生
之
無
樂
兮　
　
　

吾
が
生
の
樂
し
み
無
き
を
哀か
な

し
み
、

（
36
）
幽
獨
處
乎
山
中　
　
　
　

幽い
う
ど
く獨

に
し
て
山
中
に
處
る
。

（
37
）
吾
不
能
變
心
而
從
俗
兮　

吾
は
心
を
變
じ
て
俗
に
從
ふ
能
は
ず
、

（
38
）
固
將
愁
苦
而
終
窮　
　
　

固
よ
り
將
に
愁
苦
し
て
終つ
ひ

に
窮
ま
ら
ん
と
す
。



二
一
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
通
釋
〕

漵
浦
に
は
い
っ
て
わ
た
く
し
は
さ
ま
よ
い
歩
く
う
ち
、
迷
っ
て
わ
た
く
し
の
行
く
べ
き
と
こ
ろ
も
分
ら
な
く
な
っ
た
。
深
林
は
奥
深
く
暗
く
、
な

ん
と
そ
こ
は
猿
の
す
み
か
で
あ
っ
た
。
山
は
険
し
く
高
く
そ
び
え
て
日
を
蔽
い
、
そ
の
下
は
暗
く
雨
が
多
い
。
あ
た
り
一
面
、
は
て
し
も
な
く
霰

や
雪
が
乱
れ
降
り
、
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
雲
が
軒
先
を
流
れ
て
行
く
。
お
の
れ
の
楽
し
み
も
な
い
生
活
を
悲
し
み
つ
つ
、
わ
た
く
し
は
独
り
山
中

に
身
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
心
を
変
じ
て
世
俗
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
わ
が
身
は
愁
い
苦
し
み
、
終
に
は
窮
死

す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
27
）〈
入
漵
浦
余
儃
佪
兮
〉

漵
浦
、
水
名
。
儃
佪
、
一
作
邅
迴
。
五
臣
云
、
漵
、
亦
浦
類
。
邅
、
轉
。
迴
、
旋
也
。

〔
補
曰
〕
漵
、
徐
呂
切
。

〔
訓
讀
文
〕

漵
浦
は
、
水
名
な
り
。
儃
佪
は
、
一
に
邅
迴
に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
漵
も
、
亦
た
浦
の
類
な
り
。
邅
は
、
轉め
ぐ

る
な
り
。
迴
は
、
旋め
ぐ

る
な
り
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
漵
は
、
徐
呂
の
切
。

〔
語
釋
〕

〇
五
臣
云

─
『
文
選
』（
奎
章
閣
本 

日
本
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
藏
朝
鮮
活
字
本
六
臣
注
）
巻
三
十
三 

騷
下 

屈
平
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
一
七

（
28
）〈
迷
不
知
吾
所
如
〉

迷
、
惑
也
。
如
、
之
也
。
言
己
思
念
楚
國
、
雖
循
江
水
涯
、
意
猶
迷
惑
、
不
知
所
之
也
。
一
本
吾
下
有
之
字
。

〔
訓
讀
文
〕

迷
は
、
惑
ふ
な
り
。
如
は
、
之ゆ

く
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

楚
國
を
思
念
し
、
江
水
の
涯み
ぎ
わに

循し
た
がふ

と
雖
も
、
意 

猶
ほ
迷
惑
し
て
、
之
く
所
を

知
ら
ざ
る
な
り
。
一
本
、
吾
の
下
に
之
の
字
有
り
。

〔
語
釋
〕

〇
循
江
水
涯

─
長
江
沿
い
の
川
岸
を
進
ん
で
い
く
こ
と
。
〇
意
猶
迷
惑
、
不
知
所
之
也

─
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
り
、
当
て
所

な
く
彷
徨
う
こ
と
。

（
29
）〈
深
林
杳
以
冥
冥
兮
〉

山
林
草
木
茂
盛
。
一
云
、
杳
杳
以
冥
冥
。
杳
、
一
作
晦
。
冥
冥
、
一
作
冥
寞
。
五
臣
云
、
冥
冥
、
暗
貌
。

〔
訓
讀
文
〕

山
林
草
木 

茂
盛
な
り
。
一
に
云
ふ
、
杳
杳
以
冥
冥
、
と
。
杳
は
、
一
に
晦
に
作
る
。
冥
冥
は
、
一
に
冥
寞
に
作
る
。
五
臣
云
ふ
、
冥
冥
は
、
暗

き
貌
な
り
、
と
。



二
一
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
語
釋
〕

〇
五
臣
云

─
『
文
選
』（
奎
章
閣
本 

日
本
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
藏
朝
鮮
活
字
本
六
臣
注
）
巻
第
二
十
一 

詩
乙 

詠
史 

曹
子
建
「
三
良
詩

一
首
」
に
「
涕
を
攪ぬ
ぐ

ひ
て
君
の
墓
に
登
り
、
穴
に
臨
み
て
天
を
仰
ぎ
て
歎
ず
。
長
夜
何
ぞ
冥
冥
、
一
た
び
往
き
て
復
た
と
還
ら
ず
（
攪
涕
登
君
墓
、

臨
穴
仰
天
歎
。
長
夜
何
冥
冥
、
一
往
不
復
還
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
五
臣
注
に
「
翰
曰
く
、『
墓
中
は
明
ら
か
な
ら
ず
。
是
れ
長
夜 

冥
冥
に
し
て

暗
き
貌
を
謂
ふ
な
り
』
と
（
翰
曰
、
墓
中
不
明
。
是
謂
長
夜
冥
冥
暗
貌
）」
と
あ
る
。

（
30
）〈
猨
狖
之
所
居
〉

非
賢
士
之
道
徑
。
一
本
此
句
上
有
乃
字
。
五
臣
云
、
猨
狖
、
輕
捷
之
獸
。
喻喻
國
之
昏
亂
、
邪
巧
生
焉
、
非
賢
智
所
能
處
也
。

〔
補
曰
〕
猨
狖
、
見
九
歌
。

〔
訓
讀
文
〕

賢
士
の
道
徑
に
非
ず
。
一
本
、
此
の
句
の
上
に
乃
の
字
有
り
。
五
臣
云
ふ
、
猨
狖
は
、
輕
捷
の
獸
な
り
。
國
の
昏
亂
す
る
や
、
邪
巧 

生
ず
る
に

喻喻
ふ
。
賢
智
の
能
く
處
る
所
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。

〔
補
に
曰
く
〕
猨
狖
は
、
九
歌
に
見
ゆ
。

〔
語
釋
〕

〇
非
賢
士
之
道
徑

─
賢
人
の
通
る
み
ち
で
は
な
い
意
。
〇
五
臣
云

─
『
文
選
』（
奎
章
閣
本 

日
本
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
藏
朝
鮮
活
字

本
六
臣
注
）
巻
三
十
三 

騷
下 

屈
平
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。
〇
見
九
歌

─
『
楚
辭
補
注
』
巻
二　

九
歌
章
句
第
二
「
山
鬼
」
に
「
靁
い
か
づ
ち 

填
填

と
し
て
雨 

冥
冥
た
り
、
猨 

啾し
う
し
う啾
と
し
て
又
夜
鳴
く
（
靁
填
填
兮
雨
冥
冥
、
猨
啾
啾
兮
又
夜
鳴
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
洪
興
祖
注
に
「
狖
は
猨
に

似
た
り
（
狖
似
猨
）」
と
あ
る
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
一
九

（
31
）〈
山
峻
高
以
蔽
日
兮
〉

言
險
阻
危
傾
也
。
以
、
一
作
而
。

〔
訓
讀
文
〕

險
阻
危
傾
な
る
を
言
ふ
な
り
。
以
、
一
に
而
に
作
る
。

〔
語
釋
〕

〇
險
阻
危
傾

─
「
險
阻
」
は
、
山
の
険
し
い
こ
と
。「
危
傾
」
は
、
危
険
な
傾
斜
を
指
す
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
急
勾
配
な
山
の
意
。

（
32
）〈
下
幽
晦
以
多
雨
〉

言
暑
濕
泥
濘
也
。

〔
補
曰
〕
此
言
陰
氣
盛
而
多
雨
也
。

〔
訓
讀
文
〕

暑
濕
泥
濘
を
言
ふ
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
此
れ
陰
氣
盛
ん
に
し
て
雨
多
き
を
言
ふ
な
り
。

〔
語
釋
〕

〇
暑
濕
泥
濘

─
蒸
し
暑
く
、
湿
気
が
多
く
、
土
地
が
ぬ
か
る
む
様



二
二
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

（
33
）〈
霰
雪
紛
其
無
垠
兮
〉

涉
冰
凍
之
盛
寒
。

〔
補
曰
〕
詩
云
、
如
彼
雨
雪
、
先
集
維
霰
。
霰
、
霙
也
。
一
曰
、
雨
雪
雜
。
垠
、
音
銀
、
畔
岸
也
。

〔
訓
讀
文
〕

冰
凍
の
盛
寒
を
渉
る
。

〔
補
に
曰
く
〕
詩
に
云
ふ
、
彼
の
雪
雨ふ

る
が
ご
と
き
、
先
づ
集
ま
る
は
維
れ
霰
な
り
、
と
。
霰
は
、
霙
な
り
。
一
に
曰
く
、
雨
雪 

雜ま
ぢ

る
、
と
。
垠
、

音
は
銀
、
畔
岸
な
り
。

〔
語
釋
〕

〇
詩
云

─
『
毛
詩
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
十
四 

小
雅
「
頍
弁
」
に
同
文
あ
り
。
〇
一
曰

─
『
漢
書
』（
點
校
本
二
十
四
史
）
巻
二
十
七

中
之
下
「
五
行
志
第
七
中
之
下
」
の
顔
師
古
注
に
「
霰
は
、雨
雪 

雜
り
て
下ふ

る
、音
は
先
見
の
反
な
り
（
霰
、雨
雪
雜
下
、音
先
見
反
）」
と
あ
る
。

（
34
）〈
雲
霏
霏
而
承
宇
〉

室
屋
沈
没
、
與
天
連
也
。
或
曰
、
日
以
喻喻
君
、
山
以
喻喻
臣
、
霰
雪
以
興
殘
賊
、
雲
以
象
佞
人
。
山
峻
高
以
蔽
日
者
、
謂
臣
蔽
君
明
也
。
下
幽
晦
以

多
雨
者
、
羣
下
專
擅
施
恩
惠
也
。
霰
雪
紛
其
無
垠
者
、
殘
賊
之
政
害
仁
賢
也
。
雲
霏
霏
而
承
宇
者
、
佞
人
並
進
、
滿
朝
廷
也
。

〔
補
曰
〕
霏
、
芳
微
切
。
詩
、
雨
雪
霏
霏
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
二
一

〔
訓
讀
文
〕

室
屋 

沈
没
し
、
天
と
連
な
る
な
り
。
或
い
は
曰
く
、
日
は
以
て
君
に
喻喻
へ
、
山
は
以
て
臣
に
喻喻
へ
、
霰
雪
は
以
て
殘
賊
に
興き
や
うし
、
雲
は
以
て
佞

人
に
象か
た
どる
、
と
。
山 

峻
高
に
し
て
以
て
日
を
蔽
ふ
は
、
臣
が
君
の
明
を
蔽
ふ
を
謂
ふ
な
り
。
下
は
幽
晦
に
し
て
以
て
雨
多
き
は
、
羣
下 

專
ら
恩

惠
を
擅
施
す
る
な
り
。
霰
雪 

紛
と
し
て
其
れ
垠
り
無
き
は
、
殘
賊
の
政 

仁
賢
を
害
す
る
な
り
。
雲 

霏
霏
と
し
て
宇
に
承
く
る
は
、
佞
人
並
び
進

み
て
、
朝
廷
に
滿
つ
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
霏
は
、
芳
微
の
切
。
詩
に
、
雪
雨
る
こ
と
霏
霏
た
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

〇
室
屋
沈
没
、
與
天
連

─
こ
こ
で
は
、
五
里
霧
中
の
状
態
と
な
り
、
先
が
見
え
な
く
な
る
様
。
〇
或
曰

─
待
考
。
〇
臣
蔽
君
明

─
臣
下
が

君
主
の
賢
明
さ
を
覆
い
隠
す
様
。
〇
羣
下
專
擅
施
恩
惠

─
佞
人
た
ち
が
君
主
に
阿
り
、
恩
恵
を
独
り
占
め
す
る
様
。
〇
殘
賊
之
政
害
仁
賢

─

他
者
を
惨
た
ら
し
く
排
斥
す
る
人
々
の
執
政
が
、
仁
人
や
賢
人
を
害
す
る
様
。
〇
佞
人
並
進
、
滿
朝
廷

─
佞
人
が
朝
廷
に
溢
れ
返
る
様
。
〇
詩

云

─
『
毛
詩
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
九 

小
雅
「
采
薇
」
に
同
文
あ
り
。

（
35
）〈
哀
吾
生
之
無
樂
兮
〉

遭
遇
讒
佞
、
失
官
爵
也
。

〔
訓
讀
文
〕

讒
佞
に
遭
遇
し
て
、
官
爵
を
失
ふ
な
り
。



二
二
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
語
釋
〕

な
し
。

（
36
）〈
幽
獨
處
乎
山
中
〉

遠
離
親
戚
、
而
斥
逐
也
。

〔
訓
讀
文
〕

遠
く
親
戚
に
離
れ
て
、
斥
逐
せ
ら
る
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

〇
遠
離
親
戚

─
血
縁
者
と
の
関
係
を
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
。

（
37
）〈
吾
不
能
變
心
而
從
俗
兮
〉

終
不
易
志
、
隨
枉
曲
也
。

〔
訓
讀
文
〕

終
に
志
を
易
へ
て
、
枉
曲
に
隨
は
ざ
る
な
り
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
二
三

〔
語
釋
〕

な
し
。

（
38
）〈
固
將
愁
苦
而
終
窮
〉

愁
思
無
聊
、
身
困
窮
也
。

〔
訓
讀
文
〕

愁
思
無む
れ
う聊

し
て
、
身 

困
窮
す
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

〇
愁
思
無
聊

─
愁
え
て
、
身
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
無
く
す
こ
と
。

〔
本
文
〕

（
39
）
接
輿
髡髡
首
兮　
　
　
　

接せ
ふ

輿よ

は
髡髡こ
ん

首し
ゆ

し

（
40
）
桑
扈
臝
行　
　
　
　
　

桑
扈
は
臝ら

行か
う

す

（
41
）
忠
不
必
用
兮　
　
　
　

忠 

必
ず
し
も
用
ひ
ら
れ
ず

（
42
）
賢
不
必
以　
　
　
　
　

賢 

必
ず
し
も
以
ひ
ら
れ
ず

（
43
）
伍
子
逢
殃
兮　
　
　
　

伍
子
は
殃
わ
ざ
は
ひに
逢
ひ

（
44
）
比
干
菹
醢　
　
　
　
　

比
干
は
菹し
よ

醢か
い

に
せ
ら
る



二
二
四

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

（
45
）
與
前
世
而
皆
然
兮　
　

前
世
を
與こ
ぞ

り
て
皆
然
り

（
46
）
吾
又
何
怨
乎
今
之
人　

吾 

又
何
ぞ
今
の
人
を
怨
ま
ん

（
47
）
余
將
董
道
而
不
豫
兮　

余 

將
に
道
を
董た
だ

し
て
豫
せ
ざ
ら
ん

（
48
）
固
將
重
昏
而
終
身　
　

固も
と

よ
り
將
に
重
ね
昏み
だ

れ
て
身
を
終
へ
ん
と
す

〔
通
釋
〕

古
の
隠
者
接
輿
は
み
ず
か
ら
ま
げ
を
剃
り
落
と
し
、
桑
扈
は
裸
体
で
歩
き
ま
わ
っ
て
世
を
避
け
た
。
忠
賢
の
士
も
必
ず
し
も
用
い
ら
れ
な
い
。
伍

員
は
災
い
に
逢
い
、
比
干
は
殺
さ
れ
て
塩
辛
に
さ
れ
た
。
昔
も
皆
そ
う
な
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
く
し
は
又
な
ん
で
今
の
人
を
怨
ん
だ
り
し
よ
う

か
。わ
た
く
し
は
た
め
ら
わ
ず
に
道
を
正
し
て
行
こ
う
と
思
う
。も
と
よ
り
重
ね
て
暗
い
境
遇
に
陥
り
光
明
を
見
ず
に
身
を
終
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
39
）（
40
）〈
接
輿
首
髡
兮　
桑
扈
臝
行
〉

接
輿
、
楚
狂
接
輿
也
。
髡髡
、
剔
也
。
首
、
頭
也
、
自
刑
身
體
、
避
世
不
仕
也
。
桑
扈
、
隱
士
也
。
去
衣
裸
裎
、
效
夷
狄
也
。
言
屈
原
自
傷
不
容
於

世
、
引
此
隱
者
以
自
慰
也
。
臝
、
一
作
裸
。

‌

〔
補
曰
〕
論
語
曰
、
楚
狂
接
輿
、
歌
而
過
孔
子
。
揚
子
曰
、
狂
接
輿
之
被
其
髮
也
。
莊
子
曰
、
嗟
來
桑
户户
乎
。
髡髡
、
音
坤
、
去
髮
也
。
臝
、
力
果
切
、

赤
體
也
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
二
五

〔
訓
讀
文
〕

接
輿
は
、
楚
の
狂
接
輿
な
り
。
髡髡
は
、
剔
な
り
。
首
は
、
頭
な
り
、
自
ら
身
體
を
刑
し
、
世
を
避
け
て
仕
へ
ざ
る
な
り
。
桑
扈
は
、
隱
士
な
り
。

衣
を
去
り
、
裸
裎
し
、
夷
狄
に
效
ふ
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
屈
原
自
ら
世
に
容
れ
ら
れ
ざ
る
を
傷
み
、
此
の
隱
者
を
引
き
て
以
て
自
慰
す
る
な
り
。

臝
は
、
一
に
裸
に
作
る
。

‌〔
補
に
曰
く
〕
論
語
に
曰
く
、
楚
の
狂
接
輿
、
歌
ひ
て
孔
子
を
過
ぐ
、
と
。
揚
子
に
曰
く
、
狂
の
接
輿
の
其
の
髮
を
被
す
る
な
り
、
と
。
莊
子
に

曰
く
、
嗟あ

來あ

桑
户户
よ
、
と
。
髡髡
、
音
は
坤
、
髮
を
去
る
な
り
。
臝
は
、
力
果
の
切
、
赤
體
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
接
輿

─
春
秋
楚
の
隠
者
。
○
臝
行

─
衣
冠
束
帯
を
つ
け
ず
、
赤
裸
で
行
く
こ
と
。
○
夷
狄

─
未
開
の
国
。
東
方
に
夷
、
北
方
に
狄
と
い

う
。
○
論
語
曰

─
『
論
語
注
疏
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
九
「
微
子
第
十
八
」
に
同
文
あ
り
。
○
揚
子
曰

─
『
揚
子
雲
集
』（
欽
定
四
庫
全
書
本
）

巻
一
「
淵
騫
篇
」
に
同
文
あ
り
。
○
莊
子
曰

─
『
莊
子
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
三
「
大
宗
師
第
六
」
に
同
文
あ
り
。

（
41
）（
42
）〈
忠
不
必
用
兮　
賢
不
必
以
〉

以
、
亦
用
也
。

〔
補
曰
〕
語
曰
、
不
使
大
臣
怨
乎
不
以
。
左
氏
曰
、
師
能
左
右
之
曰
以
。

〔
訓
讀
文
〕

以
も
、
亦
た
用
ふ
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
語
に
曰
く
、
大
臣
を
し
て
以
ひ
ざ
る
を
怨
み
し
め
ず
、
と
。
左
氏
に
曰
く
、
師
能
く
之
を
左
右
す
る
を
以
と
曰
ふ
、
と
。



二
二
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
語
釋
〕

○
語
曰

─
『
論
語
注
疏
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
九
「
微
子
第
十
八
」
に
同
文
あ
り
。
○
師
能
左
右
之
曰
以

─
軍
隊
を
自
由
に
率
い
ら
れ
る
こ

と
を
「
以
」
と
い
う
。
○
左
氏
曰

─
『
春
秋
左
傳
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
十
五
「
僖
公
二
十
六
年
」
に
同
文
あ
り
。

（
43
）〈
伍
子
逢
殃
兮
〉

伍
子
、
伍
子
胥
也
。
爲
呉
王
夫
差
臣
、
諫
令
伐
越
、
夫
差
不
聽
、
遂
賜
劍
而
自
殺
。
後
越
竟
滅
呉
、
故
言
逢
殃
。

〔
補
曰
〕
子
胥
、
伍
員
也
。
史
記
、
越
王
句
踐
率
其
衆
以
朝
呉
、
呉
王
喜
。
惟
子
胥
懼
曰
、
是
棄
呉
也
。
諫
不
聽
、
賜
子
胥
屬
鏤
之
劍
以
死
。
將
死
、

曰
、
抉
吾
眼
、
置
呉
東
門
之
上
、
以
觀
越
之
滅
呉
也
。
莊
子
曰
、
伍
員
流
于
江
。
鄒
陽
曰
、
子
胥
鴟
夷
。

〔
訓
讀
文
〕

伍
子
は
、
伍
子
胥
な
り
。
呉
王
夫
差
の
臣
と
爲
り
、
諫
め
て
越
を
伐
た
し
め
ん
と
す
る
も
、
夫
差
聽
か
ず
、
遂
に
劍
を
賜
ひ
て
自
殺
せ
し
む
。
後
、

越
は
竟
に
呉
を
滅
ぼ
す
。
故
に
殃
に
逢
ふ
と
言
ふ
。

〔
補
に
曰
く
〕
子
胥
は
、
伍
員
な
り
。
史
記
に
、
越
王
句
踐
、
其
の
衆
を
率
ゐ
て
以
て
呉
に
朝
す
。
呉
王
喜
ぶ
。
惟
だ
子
胥
の
み
懼
れ
て
曰
く
、

是
れ
呉
を
棄
つ
る
な
り
、
と
。
諫
む
る
も
聽
か
ず
、
子
胥
に
屬
し
よ
く

鏤る

の
劍
を
賜
ひ
て
以
て
死
せ
し
む
。
將
に
死
せ
ん
と
し
て
、
曰
く
、
吾
が
眼
を
抉

り
て
、
呉
の
東
門
の
上
に
置
け
、
以
て
越
の
呉
を
滅
ぼ
す
を
觀
ん
、
と
。
莊
子
に
曰
く
、
伍
員
江
に
流
さ
る
。
鄒
陽
曰
く
、
子
胥
は
鴟し

夷い

せ
ら
る

る
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
史
記

─
『
史
記
』（
點
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
三
十
一
「
吳
太
伯
世
家
第
一
」
に
同
文
あ
り
。
○
抉
吾
眼

─
自
ら
の
眼
を
え
ぐ
り
出

す
こ
と
。
○
莊
子
曰

─
『
莊
子
集
解
』（
新
編
諸
子
集
成
）
巻
九
「
外
物
第
二
十
六
」
に
同
文
あ
り
。
○
鄒
陽
曰

─
『
史
記
』（
點
校
本



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
二
七

二
十
四
史
修
訂
本
）
巻
八
十
三
「
魯
仲
連
鄒
陽
列
傳
第
二
十
三
」
に
同
文
あ
り
。
○
子
胥
鴟
夷

─
子
胥
の
遺
体
を
馬
の
革
で
作
っ
た
嚢
に
入
れ

る
こ
と
を
指
す
。

（
44
）〈
比
干
菹
醢
〉

比
干
、
紂
之
諸
父
也
。
紂
惑
妲
己
、
作
糟
丘
酒
池
、
長
夜
之
飲
、
斷
斮
朝
涉
、
刳
剔
孕
婦
。
比
干
正
諫
、
紂
怒
曰
、
吾
聞
聖
人
心
有
七
孔
。
於
是

乃
殺
比
干
、
剖
其
心
而
觀
之
、
故
言
菹
醢
也
。
一
云
、
比
干
、
紂
之
庶
兄
。
菹
、
一
作
葅
。

〔
訓
讀
文
〕

比
干
は
、
紂
の
諸
父
な
り
。
紂
は
妲
己
に
惑
ひ
て
、
糟
丘
酒
池
、
長
夜
の
飲
を
作
し
、
斷だ
ん
さ
く斮

朝ち
や
う

涉し
や
うし

て
、
孕
婦
を
刳こ

剔て
き

す
。
比
干
正
諫
す
、
紂

怒
り
て
曰
く
、
吾 

聞
く
、
聖
人
の
心
に
七
孔
有
り
、
と
。
是
に
於
て
乃
ち
比
干
を
殺
し
、
其
の
心
を
剖
き
て
之
を
觀
る
。
故
に
菹
醢
に
す
と
言

ふ
な
り
。
一
に
云
ふ
、
比
干
は
、
紂
の
庶
兄
な
り
、
と
。
菹
は
、
一
に
葅
に
作
る
。

〔
語
釋
〕

○
菹
醢

─
古
の
酷
烈
な
刑
。
人
を
殺
し
て
骨
や
肉
を
塩
づ
け
に
す
る
刑
罰
を
い
う
。
○
諸
父

─
父
の
兄
弟
の
こ
と
。
○
長
夜
之
飲

─
何
日

も
続
け
て
酒
宴
を
張
る
こ
と
。
○
斷
斮
朝
涉

─
朝
に
川
を
渡
る
人
の
あ
し
を
切
る
。
○
刳
剔
孕
婦

─
妊
婦
の
腹
を
切
る
。
○
一
云

─
待
考
。

（
45
）〈
與
前
世
而
皆
然
兮
〉

謂
行
忠
直
、
而
遇
患
害
、
如
比
干
・
子
胥
者
多
也
。



二
二
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
訓
讀
文
〕

忠
直
を
行
ひ
て
、
患
害
に
遇
ふ
こ
と
。
比
干
・
子
胥
の
如
き
者
多
き
を
謂
ふ
な
り
。

〔
語
釋
〕

な
し
。

（
46
）〈
吾
又
何
怨
乎
今
之
人
〉

自
古
有
迷
亂
之
君
、
若
紂
・
夫
差
、
不
用
忠
信
、
滅
國
亡
身
、
當
何
爲
復
怨
今
之
君
乎
。
五
臣
云
、
此
自
抑
之
詞
。

〔
訓
讀
文
〕

古
自
り
迷
亂
の
君
有
り
。
紂
・
夫
差
の
若
き
は
、
忠
信
を
用
ひ
ず
、
國
を
滅
ぼ
し
身
を
亡
ぼ
す
。
當
に
何
ぞ
復
た
今
の
君
を
怨
む
と
爲
す
べ
き
か
。

五
臣
云
ふ
、
此
れ
自
抑
の
詞
な
り
、
と
。

〔
語
釋
〕

○
迷
亂

─
迷
い
乱
れ
る
。
こ
こ
で
は
佞
臣
に
取
り
巻
か
れ
、
忠
臣
を
信
用
し
な
い
意
。
○
五
臣
云

─
『
文
選
』（
日
本
足
利
學
校
藏
宋
刊
明

州
本
五
臣
注
）
巻
三
十
三　

騒
下
「
渉
江
」
に
同
文
あ
り
。

（
47
）〈
余
將
董
道
而
不
豫
兮
〉

董
、
正
也
。
豫
、
猶
豫
也
。
言
己
雖
見
先
賢
執
忠
被
害
、
猶
正
身
直
行
、
不
猶
豫
而
狐
疑
也
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
二
九

〔
訓
讀
文
〕

董
は
、
正
す
な
り
。
豫
は
、
猶
豫
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

先
賢
の
忠
を
執
り
害
せ
ら
る
る
を
見
る
と
雖
も
、
猶
ほ
身
を
正
し
行
を
直
に
し
て
、

猶
豫
し
て
狐
疑
せ
ざ
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
董
道

─
道
を
た
だ
す
。
○
執
忠

─
忠
義
を
と
り
守
る
。
○
狐
疑

─
疑
い
深
く
て
決
心
の
つ
か
な
い
こ
と
。

（
48
）〈
固
將
重
昏
而
終
身
〉

昏
、
亂
也
。
言
己
不
逢
明
君
、
思
慮
交
錯
、
心
將
重
亂
、
以
終
年
命
。

〔
訓
讀
文
〕

昏
は
、
亂
る
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

明
君
に
逢
は
ず
、
思
慮
交
錯
し
、
心 

將
に
重
ね
亂
れ
て
、
以
て
年
命
を
終
へ
ん
と
す
。

〔
語
釋
〕

○
思
慮
交
錯

─
思
考
が
混
乱
す
る
様
。

〔
本
文
〕

（
49
）
亂
曰　
　
　
　
　
　

亂
に
曰
く



二
三
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

（
50
）
鸞
鳥
鳳
皇　
　
　
　

鸞ら
ん

鳥ち
や
う

鳳は
う

皇わ
う

（
51
）
日
以
遠
兮　
　
　
　

日
に
以
て
遠
ざ
か
り

（
52
）
燕
雀
烏
鵲　
　
　
　

燕
雀
烏
鵲

（
53
）
巢
堂
壇
兮　
　
　
　

堂
壇
に
巢
く
ふ

（
54
）
露
申
辛
夷　
　
　
　

辛
夷
を
露
申
し

（
55
）
死
林
薄
兮　
　
　
　

林り
ん

薄ば
く

に
死か

れ

（
56
）
腥
臊
並
御　
　
　
　

腥せ
い

臊さ
う

は
並
び
に
御も
ち

ゐ
ら
れ
て

（
57
）
芳
不
得
薄
兮　
　
　

芳 
薄つ

く
を
得
ず

（
58
）
陰
陽
易
位　
　
　
　

陰
陽
は
位
を
易
へ

（
59
）
時
不
當
兮　
　
　
　

時
は
當
ら
ず

（
60
）
懷
信
侘
傺　
　
　
　

信
を
懷
い
て
侘た

傺て
い

し

（
61
）
忽
乎
吾
將
行
兮　
　

忽
と
し
て
吾 

將
に
行さ

ら
ん
と
す

（
62
）
涉
江　
　
　
　
　
　

渉
江

〔
通
釋
〕

結
び
の
辞
に
い
う
、「
鸞
鳥
や
鳳
凰
は
日
々
に
遠
ざ
か
り
、
つ
ば
め
や
す
ず
め
、
か
ら
す
、
か
さ
さ
ぎ
と
い
っ
た
鳥
が
、
殿
堂
や
祭
壇
に
巣
を
作
っ

て
い
る
。
辛
夷
を
重
ね
積
み
さ
ら
し
て
、
藪
の
内
に
枯
死
さ
せ
、
悪
臭
を
放
つ
も
の
が
並
び
用
い
ら
れ
、
芳
香
を
発
す
る
も
の
は
近
づ
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
臣
下
と
君
主
と
は
位
を
変
え
、
よ
い
時
代
に
居
合
わ
せ
ら
れ
な
い
。
忠
信
を
懐
き
失
意
の
う
ち
に
ぼ
う
っ
と
佇
ん
で
い
る
う
ち
に
、

ふ
と
、
わ
た
く
し
は
遠
く
去
ろ
う
と
思
っ
た
。」



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
三
一

〔
洪
興
祖
補
注
〕

（
49
）（
50
）（
51
）〈
亂
曰　
鸞
鳥
鳳
皇　
日
以
遠
兮
〉

鸞
・
鳳
、
俊
鳥
也
。
有
聖
君
則
來
、
無
德
則
去
、
以
興
賢
臣
難
進
易
退
也
。

〔
訓
讀
文
〕

鸞
・
鳳
は
、
俊
鳥
な
り
。
聖
君
有
れ
ば
則
ち
來
た
り
、
德
無
け
れ
ば
則
ち
去
る
。
以
て
賢
臣
の
進
み
難
く
退
き
易
き
を
興
す
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
俊
鳥

─
す
ぐ
れ
た
鳥
。『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
）
巻
一
「
離
騷
經
章
句
第
一
」
に
「
鸞
は
、
俊
鳥
な
り
（
鸞
、
俊
鳥
也
）」
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
一
文
は
『
楚
辭
補
注
』
譯
注
稿
（
八
）
第
五
十
小
段
の
〔
洪
興
祖
補
注
〕（『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
四
十
一
輯
所
収
）
に
既
出
。

（
52
）（
53
）〈
燕
雀
烏
鵲　
巢
堂
壇
兮
〉

燕
雀
烏
鵲
、
多
口
妄
鳴
、
以
喻喻
讒
佞
。
言
楚
王
愚
闇
、
不
親
仁
賢
、
而
近
讒
佞
也
。

〔
補
曰
〕
壇
、
音
善
、
見
九
歌
。

〔
訓
讀
文
〕

燕
雀
烏
鵲
は
、
多
口
妄
鳴
す
。
以
て
讒
佞
に
喻喻
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
楚
王
愚
闇
に
し
て
、
仁
賢
に
親
し
ま
ず
し
て
、
讒
佞
を
近
づ
く
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
壇
、
音
は
善
、「
九
歌
」
に
見
ゆ
。



二
三
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
語
釋
〕

○
多
口
妄
鳴

─
口
数
多
く
無
思
慮
に
鳴
き
声
を
上
げ
る
こ
と
。
○
愚
闇

─
愚
か
で
事
理
に
く
ら
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
臣
下
の
賢
愚
を
区
別

で
き
な
い
様
子
。
○
見
九
歌

─
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
）
巻
二
「
九
歌
章
句
第
二
」「
湘
夫
人
」「
蓀
壁
兮
紫
壇
」
洪
興
祖
補
注
に
「
壇
、

音
は
善
（
壇
、
音
善
）」
と
あ
る
。

（
54
）（
55
）〈
露
申
辛
夷　
死
林
薄
兮
〉

露
、
暴
也
。
申
、
重
也
。
叢
木
曰
林
。
草
木
交
錯
曰
薄
。
言
重
積
辛
夷
、
露
而
暴
之
、
使
死
於
林
薄
之
中
、
猶
言
取
賢
明
君
子
、
弃
之
山
野
、
使

之
顛
墜
也
。

〔
訓
讀
文
〕

露
は
、
暴
す
な
り
。
申
は
、
重
ぬ
る
な
り
。
叢
木
を
林
と
曰
ふ
。
草
木
交
錯
す
る
を
薄
と
曰
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
辛
夷
を
重
ね
積
み
、
露
は
し

て
之
を
暴さ
ら

し
、
林
薄
の
中
に
死
れ
し
む
る
こ
と
、
猶
ほ
賢
明
な
る
君
子
を
取
り
て
、
之
を
山
野
に
弃
て
、
之
を
し
て
顛
墜
せ
し
む
る
が
ご
と
く
な

る
を
言
ふ
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
辛
夷

─
こ
ぶ
し
。
○
林
薄

─
藪
。
○
使
之
顛
墜

─
こ
こ
で
は
賢
明
な
君
子
を
元
の
地
位
か
ら
排
斥
す
る
こ
と
。

（
56
）（
57
）〈
腥
臊
並
御　
芳
不
得
薄
兮
〉

腥
臊
、
臭
惡
也
。
御
、
用
也
。
薄
、
附
也
。
言
不
識
味
者
、
並
甘
臭
惡
。
不
知
人
者
、
信
任
讒
佞
。
故
忠
信
之
士
、
不
得
附
近
而
放
逐
也
。

〔
補
曰
〕
臊
、
音
騷
。
周
禮
曰
、
豕
盲
視
而
交
睫
、
腥
。
犬
赤
股
而
躁
、
臊
。
左
傳
曰
、
薄
而
觀
之
。
薄
、
迫
也
、
逼
近
之
意
。
如
字
、
一
音
博
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
三
三

下
文
忽
翺
翔
之
焉
薄
、
瞭
杳
杳
而
薄
天
。
並
同
。

〔
訓
讀
文
〕

腥
臊
は
、
臭
惡
な
り
。
御
は
、
用
ふ
る
な
り
。
薄
は
、
附
く
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
味
を
識
ら
ざ
る
者
、
並
び
に
臭
惡
を
甘
し
と
す
。
人
を
知

ら
ざ
る
者
は
、
讒
佞
を
信
任
す
。
故
に
忠
信
の
士
、
附
き
近
づ
く
を
得
ず
し
て
放
逐
せ
ら
る
る
な
り
。

〔
補
に
曰
く
〕
臊
、
音
は
騷
。
周
禮
に
曰
く
、
豕い
の
この

盲
視
に
し
て
交
睫
な
る
は
、
腥
な
り
。
犬
の
赤
股
に
し
て
躁
な
る
は
、
臊
な
り
、
と
。
左
傳

に
曰
く
、
薄せ
ま

り
て
之
を
觀
る
、
と
。
薄
は
、
迫
る
な
り
。
逼
近
す
る
の
意
。
字
の
如
し
。
一
の
音
は
博
。
下
文
の
忽
ち
翺
翔
し
て
焉
く
に
か
薄
ら

ん
、
瞭
杳
杳
と
し
て
天
に
薄
る
。
並
び
に
同
じ
。

〔
語
釋
〕

○
周
禮
曰

─
『
周
禮
注
疏
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
四　

天
官
冢
宰
第
一
「
内
饔
」
に
同
文
あ
り
。
○
豕
盲
視
而
交
睫
腥

─
い
の
こ
で
目
が
見

え
ず
瞼
が
閉
じ
て
い
る
も
の
を
腥
と
い
う
。
○
犬
赤
股
而
躁
臊

─
犬
で
股
ぐ
ら
が
赤
く
足
の
速
い
も
の
を
臊
と
い
う
。
○
左
傳
曰

─
『
春
秋

左
傳
正
義
』（
十
三
經
注
疏
）
巻
十
五
「
僖
公
二
十
三
年
」
に
同
文
あ
り
。
○
逼
近

─
近
づ
き
迫
る
こ
と
。
○
下
文

─
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭

要
籍
叢
刊
）
巻
四
「
九
章
章
句
第
四
」「
哀
郢
」
に
「
忽
翺
翔
之
焉
薄
」「
瞭
杳
杳
而
薄
天
」
の
二
句
あ
り
。

（
58
）（
59
）〈
陰
陽
易
位　
時
不
當
兮
〉

陰
、
臣
也
。
陽
、
君
也
。
言
楚
王
惑
蔽
羣
佞
、
權
臣
將
代
君
、
與
之
易
位
。
自
傷
不
遇
明
時
、
而
當
暗
世
。

〔
補
曰
〕
陰
陽
易
位
、
言
君
弱
而
臣
強
也
。
當
、
平
聲
。



二
三
四

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

〔
訓
讀
文
〕

陰
は
、
臣
な
り
。
陽
は
、
君
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
楚
王 

羣
佞
に
惑
蔽
し
、
權
臣 

將
に
君
に
代
は
り
て
、
之
と
位
を
易
へ
ん
と
す
。
自
ら
明

時
に
遇
は
ず
し
て
、
暗
世
に
當
た
る
を
傷
む
。

〔
補
に
曰
く
〕
陰
陽
位
を
易
ふ
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
君
弱
く
し
て
臣
強
き
な
り
。
當
は
、
平
聲
。

〔
語
釋
〕

○
羣
佞
惑
蔽

─
多
く
の
佞
臣
に
心
が
蔽
わ
れ
て
惑
う
こ
と
。
○
權
臣

─
権
勢
の
あ
る
臣
下
。

（
60
）（
61
）〈
懷
信
侘
傺　
忽
乎
吾
將
行
兮
〉

言
己
懷
忠
信
、
不
合
於
衆
、
故
悵
然
住
立
、
忽
忘
居
止
、
將
遂
遠
行
之
它
方
也
。
一
無
忽
字
。

〔
訓
讀
文
〕

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己 

忠
信
を
懐
へ
ば
、
衆
に
合
せ
ず
、
故
に
悵
然
と
し
て
住と
ど

ま
り
立
ち
、
忽
と
し
て
居
止
す
る
を
忘
れ
、
將
に
遂
に
遠
く
行さ

り

て
它
方
に
之
か
ん
と
す
る
な
り
。
一
に
忽
の
字
無
し
。

〔
語
釋
〕

○
悵
然
住
立

─
失
意
の
様
子
で
佇
む
こ
と
。
○
忽
忘
居
止

─
ぼ
う
っ
と
し
て
動
く
こ
と
も
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
。



『
楚
辭
補
注
』譯
注
稿（
三
十
三
）

二
三
五

（
62
）〈
涉
江
〉

此
章
言
己
佩
服
殊
異
、
抗
志
高
遠
、
國
無
人
知
之
者
、
徘
徊
江
之
上
、
歎
小
人
在
位
、
而
君
子
遇
害
也
。

〔
訓
讀
文
〕

此
の
章
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
己
れ
の
佩
服
殊
異
に
し
て
、
抗
志
高
遠
な
れ
ど
も
、
國
に
人 

之
を
知
る
者
無
く
、
江
の
上ほ
と
りに

徘
徊
し
、
小
人 

位

に
在
り
て
、
君
子 

害
に
遇
ふ
を
歎
ず
る
な
り
。

〔
語
釋
〕

○
佩
服
殊
異

─
帯
び
も
の
や
衣
服
が
非
凡
な
ほ
ど
立
派
で
あ
る
様
子
。
○
抗
志
高
遠

─
志
を
高
く
保
ち
屈
せ
ぬ
こ
と
。
○
徘
徊
江
之
上

─

水
辺
を
当
て
も
な
く
ふ
ら
ふ
ら
と
す
る
こ
と
。
〇
小
人
在
位

─
取
る
に
足
ら
ぬ
者
が
登
用
さ
れ
る
こ
と
。

※
「『
楚
辭
補
注
』」
譯
注
稿
（
三
十
四
）
に
賡
く
。

�
（
本
號
擔
當
者
…
中
山
ひ
か
り
・
木
村
剛
大
・
今
瀬
英
一
朗
・
羅
頔
・
名
越
健
人
）


